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 大阪市医学会第 514回例会を下記のとおり開催致しますの 
	
 で、お繰り合せの上御来聴下さるようご案内申し上げます。 
 
 
  

記 
 
 
	
 	
 	
 日	
 	
 時： 令和元年 7月 18日（木）午後 2時 45分〜（予定） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「評議員会および総会」終了後開催予定 
 
	
 	
 	
 場	
 	
 所： 大阪市立大学医学部学舎 4Ｆ・大講義室 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 
	
 	
 	
 当番教室： 大阪市立大学大学院医学研究科 
   分子病態学 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  細胞機能制御学 
 
 
 
 
	
 【普通演題：注意事項】 
 
	
 	
   ○普通講演の発表は 1題 15分以内 
	
 	
  	
 （13分以内が発表で 2分が質疑応答の時間とします） 
	
 	
  	
 （講演時間終了 1分前	
 ベル 1回、終了時 13分	
 ベル 2回鳴ります） 
  ○コンピュータは各自で用意して下さい。（スライドは不可） 

 ○討論は 2分以内、発言者は所属と姓名を告げ、座長の許可を得て下さい。 
 ○次演者は所定の席に着席して下さい。 
 
 
	
 【学位論文審査会：注意事項】 
 
  ○審査時間は１人 25分です。 
 	
 （10分以内が発表で、約 15分が質疑応答の時間とします）   
 	
 （発表時間開始 8分後および 10分後にベルが鳴ります）	
    

  ○コンピュータは各自で用意して下さい。   
 ○審査開始時刻の 2０分前には発表会場の受付にお越し下さい。  
 ○次演者は所定の席に着席して下さい。   
	
 	
  ○当日の進行状況により、開始時間が前後する可能性があります。 
 
 



 
 

第 514回	
 大阪市医学会例会プログラム 
 
 
   学位論文審査会  

 
1.  14時 45分～ 
  New Insight into Tricuspid Valve Anatomy from 100 Hearts to Reappraise Annuloplasty Methodology 
 剖検 100例の心臓を用いた三尖弁解剖の検討: 弁輪形成の手法を再評価するための新たな知見 
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  （大学院医学研究科・心臓血管外科学**） 
      【主査：柴田 利彦	
 副査：葭山 	
 稔・中島 裕司】 
 
2.  15時 10分～ 
  Efficacy of the Current of Injury in Envisaging the Dislodgement of Leads Implanted in the Right 
  Atrial Septum or the Right Ventricular Septum 
 右房中隔もしくは右室中隔に植込んだペーシングリードが脱落するかどうかを予見する際の障害電流 
 の有用性 
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  （大学院医学研究科・循環器内科学） 
   【主査：葭山	
  稔	
 副査：川口 知哉・柴田 利彦】 
 
3.  15時 35分～ 
  Handgrip Strength Measurement in Patients with Chronic Obstructive Pulmonary Disease: Possible 
  Predictor of Exercise Capacity 
   COPD患者における握力測定: 運動耐容能の指標として 
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  （大学院医学研究科・呼吸器内科学**） 
   【主査：川口 知哉	
 副査：葭山 	
 稔・吉川 貴仁】 
 
4.  16時 00分～ 
  Paraneoplastic Ma Antigen–like 1 as a Potential Prognostic Biomarker in Human 
 ヒト浸潤性膵管癌における Paraneoplastic Ma Antigen–like 1の予後因子としての有用性 
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  （大学院医学研究科・診断病理・病理病態学） 
   【主査：大澤 政彦	
 副査：藤原 靖弘・川口 知哉】 
 
 


